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児童生徒調査 

①

 80.7％ ８５％  

⑧

 

84.6％ ９０％  

児童の現状・課題 

素直で優しい児童が多く、指示されたことに対しては
的確に取り組むことができる。一方で、主体性に乏し
く、自分自身の現状を見つめ、計画を立てたり粘り強
く取り組んだりする力は弱い。前向きに物事に向かお
うとするポジティブさを育んでいく必要がある。 

具体的な手だて① 

見通す場面で、学習過程やねらいを話し合わ

せ、明確化（視覚化）し、挑戦したいと思えるような

課題を選択させる。児童がより主体的に取り組め

るように、ＩＣＴなどを活用した導入を取り入れる。 

具体的な手だて② 

授業の中で、様々な「選択」を意識させる。相手

や目的に応じて、学習過程や思考ツール等を自ら

選択できる時間を意図的に設定する。 

具体的な手だて③ 

見直す・振り返る場面で、どのくらい分かってい

るのかを自分や友達と確認し、修正しながら学習

できるようにする。 

教員調査 

82.7％ ８５％  

⑦

 

６９％ ８０％  

総括（５月） 

 令和７年度全国学力・学習状況調査の結果から、国語科の無解答率が高く、特に目的に応じて自分の考えを書く問

題において、全国や東京都とのポイント差が見られる。授業において、主体的に学習に取り組むために、自らが計画

を立てたり、目的や相手に応じて学び方を選択したりする時間を意図的に設定することや学習のねらいを自分たち

で明確化できるようにするための手立てを準備することを授業改革で取り組んでいくことに決めた。 

・教職員一人ひとりが、授業改革推進プランや

学び続ける力を育む授業の構造図を常に取り

出せる場所に置くことで、意識を高めていく。 

・管理職の授業観察等の際は、授業改革の視点

を意識し、指導案を教員にも配布するととも

に、お互いの授業を見合えるようによびかけて

いく。 

 

総括（１月） 

 

 

 

学び続ける力を育むための重点目標 

成功体験を増やし、学びを自ら進めるという意識

を高める。他者との関わり合いを通して、理解度や進

捗を振り返りながら学習ができるようにする。 
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※肯定的回答の割合（％） 

児童生徒調査 

① ８０.３ 85.0 82.5 

７２．５ ７５．０ ７８．５ 

 

教員調査    

8３．３ 85.0 ９０.5 

８４．０ ８5．０ ７８．５ 

児童・生徒の現状・課題 

学習への意欲は高く、課題に取り組むが、できない

ことがあると諦めてしまったり、次の手だてを取った

りすることができない。どこができていないのか、ど

うすればよいのかを振り返って考えられない。 

具体的な手だて① 

学習内容や学習計画を単元の初めに示し、見通し

をもたせる。 

 

 

具体的な手だて② 

単元の途中や１時間の途中で振り返る場面を設定

し、理解度や進捗状況を自ら確認し、修正しながら

学習できるようにする。 

 

具体的な手だて③ 

共に学習する仲間、学習する場所、ツールなど、目

的に沿って、自ら選択できる場面をどの教科にお

いても毎時間設定する。 

 

総括（５月） 

・研究のClassroomをつくり、日々の実践や

意見、相談を日々書き込めるようにする。 

・管理職の授業観察の際は、指導案を教員にも

配布し、授業を互いに見合う機会をつくる。    

総括（１月） 

学び続ける力を育むための重点目標 

〇子どもたち自身が、自らの学びを自ら進めるとい

う意識を高め、理解度や進捗を振り返りながら学習

できるようにする。 


